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高速増殖原型炉「もんじゅ」の意義・役割

エネルギー基本計画（2007年3月9日閣議決定）
「もんじ の運転を再開し10年程度以内を目途に所期の目

商業炉（実用炉）
2050年より前の開発

経済性

(1) 国策としての役割

「もんじゅ」の運転を再開し10年程度以内を目途に所期の目
的を達成する。
発電プラントとしての信頼性の実証
ナトリウム取扱技術の確立等 実証炉

2025年頃の実現

経済性
安定した運転

高速増殖炉発電所の国
「もんじゅ」による

2025年頃の実現
革新的技術の実証
高い稼働率の運転

(2) 国際的な役割

高速増殖炉発電所の国
内技術の確立

国際先導的プロジェクト
高性能燃料実証試験
国際協力による性能試験
人材育成

実機の運転

高速増殖原型炉 実用化研究開発

研究開発

福井県エネルギー研究
開発拠点化計画

革新的な技術の研究開発革新的な技術の研究開発

高速増殖原型炉
「もんじゅ」

実用化研究開発
（FaCTプロジェクト）(3) 立地地域への貢献

開発拠点化計画
ﾌﾟﾗﾝﾄ技術研究ｾﾝﾀｰ（白木）
プラント実環境研究施設
新型燃料研究開発施設
ﾌﾟﾗﾝﾄ技術産学協同 ①高速増殖炉の設計方法を自らの技術とする①高速増殖炉の設計方法を自らの技術とする

「もんじゅ」運転は実証炉・実用炉の設計に不可欠「もんじゅ」運転は実証炉・実用炉の設計に不可欠
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ﾌﾗﾝﾄ技術産学協同
開発ｾﾝﾀｰ（敦賀市街地）
ﾌﾟﾗﾝﾄﾃﾞｰﾀ解析共同研究所

①高速増殖炉の設計方法を自らの技術とする
②発電技術（ナトリウム加熱蒸気発生器）
③ナトリウムプラントの診断・治療（保全技術）

①高速増殖炉の設計方法を自らの技術とする
②発電技術（ナトリウム加熱蒸気発生器）
③ナトリウムプラントの診断・治療（保全技術）
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